
中学英語を 10 分で総復習！ 英語の基礎をここだけ抑えて速攻おさらい（中 1編） 

◆英語は主語と動詞でできている。 

I swim. 私は泳ぎます。 

2 単語だけでも英語は成立します。 まずはここが基本です。 

 

◆英語の動詞は 2種類 

動詞には 2種類しかありません。 

Be 動詞 と 一般動詞 

am          swim 

are         eat 

is          sleep・・・・ 

Be 動詞は 3つしかありません。 一般動詞はたくさんあります。 

じゃあ Be 動詞と一般動詞の違いは何なのか？というと 

◇Be 動詞は状態を表す 「疲れている状態です」とか 

「いま東京にいる状態です」 ～の状態というのが Be 動詞 

◇一般動詞は動作を表す swim は「泳ぐ動作」 

eat は「食べる動作」 sleep は「寝る動作」 一般動詞＝動作 

 

◆まずは Be 動詞の基本から 

I am from Hiroshima. 私は広島出身です。 

am が Be 動詞ですね 

動いているわけではない 広島出身であるという状態。 

You are tired. あなたは疲れていますね。 

あなたは疲れているという状態。 

He is in Osaka. 彼は大阪にいます。 

これも動作ではないんです。彼は大阪にいるという状態です。 

状態を示すのが Be 動詞ですね 



「am」「are」「is」 この 3つしかありません。 

 

◆Be 動詞の is を使った例文紹介 

What is this? くっついて what's になります。 What's this? これは何ですか？ 

それは～ですよと答えます。 It is を短くして 

It's によくなります。 両方とも Be 動詞ですね。 

これは何でありますか？ これもやっぱり動きはない。 

状態です。 What's this? これは何ですか？ 

It's a bicycle. これは自転車です。Be 動詞を使って答えますよね。 

is を使った Be 動詞をもう一つ。 

What time is it? 「いま何時ですか？」「is」の be 動詞が使われています。 

いま何時である。状態なんでしょうか？やっぱり動きはないんですね。 

It's 8o'clock. いま 8時ですよ。もし午後なら PM とつきます。 

It's 8 PM. いま午後の 8時です。 

「It's」の「s」ですね。 これが Be 動詞の「is」ですね。 

What day is it today?  今日は何曜日ですか？という質問です。 

答え方は It's Friday. 金曜日です。 

Be 動詞が使われています。 

たいてい「It's」と答えておけば答えられることが多い。 

 

◆Be 動詞の使い方まとめ 

「am」は「I」の時だけ使う。 I am sleepy. 

I is sleepy.とは絶対に言わない。 I are sleepy.もない。 

You are nice.  あなたは良い人である状態です。 「nice」は良い人って時に使う。 

短くするとこうですね。 You're nice. あなた「You」であると「You are」になります。 

あとは主語が複数の時ですね。 例えば We＝私たち   They＝彼ら 

Tom&Ken も 2人 複数で Be 動詞を使う時は「are」になります。 

「is」は「He is」「It is」「Ｓhe is」「MIke is」のような「I」と「You」 



以外の一人の場合、一つの場合に Be 動詞を使う時には「is」 

それは私のですよ。 It is mine. これを短くすると It's mine. 

 

◆続いて一般動詞の使い方 

次は一般動詞にいきましょう。 

一般動詞は動作 「take」を使った例文です。 

I take the Yamanote Line. 私は山の手線に乗ります。 

この「take」は、乗る、使うの意味ですね。 

You take the Hanzoumon Line.  あなたは半蔵門線を使います。 

彼女になると She takes the SobuRapid Line. 彼女は総武快速線に乗ります。 

ここが一般動詞 「take」と「takes」 主語が「I」や「You」複数の時は動詞 

をそのままつけます。 I take～  You take～ 

一方三単現の s がある 

三人称、単数、現在と省略して三単現と言う。 

主語が「I」や「You」以外の一人の場合、一つの場合は、動詞に sが付きます。 

「She」「He」「Mike」「The teacher」＝その先生 「The student」＝その生徒 

ていうのは動詞に sを付けます。 

 

◆さらに一般動詞の例文紹介 

もう一個例文を作ってみました。 

I know that.  that＝それ 

私、それ知ってるよ。 

You know that. あなたそれ知ってるね。 

The boy knows that. その男の子はそのこと知ってるから。 

「I」と「You」以外の一人の時には動詞に sが付く。 

一般動詞には s が付いていますね。三単現の「s」ですね。 

 

◆次は現在進行形のお勉強 



続いて現在進行形 be＋ing    現在進行形＝いま続いている動作 

Be 動詞と一般動詞が両方登場 

先に Be 動詞と一般動詞を理解した上で、現在進行形に進んでいく。 

～の状態だけでもなく何か動作をしますでもなく、いまちょうど～しているところです、 

っていう動作が進行している時に現在進行形を使う。 

I am eating. 私、いま食べているところです。 

話かけないでください、とかいうことですね。 

You are driving. あなた、いま運転しているところです。 

あなたは運転するとは違います。あなたは運転しているところなんです。 

やっぱりニュアンスは違いますね。 

He is sleeping. 彼は寝ています。 

He sleeps.とは違う。 

じゃあこの一般動詞と現在進行形は何が違うか？ 

I drive. 私はよく運転しますよ、っていう意味です。 

一般動詞はよく運転することがあるっていう習慣、よく起こることを言っている。 

一方 I am driving. という現在進行形は、いま運転しているところなんですよ。 

だから電話を切らなきゃいけません、とかね。いまやっていることなのか、日ごろよくやること

なのかによって全く違う形で使われますので、区別をしっかりしておきましょう。 

 

◆Be 動詞の疑問文の作り方 

疑問文＆否定文を作っていきます。 

まずは Be 動詞の疑問文 疑問＝～なんですか？ 

質問のことです。 I am done. done＝終了しました 

私、これで全部終わりですか？ Am I done?ってなります。 

Be 動詞の疑問文 主語と動詞をひっくり返す。 

You are hungry. あなたお腹が減ってるんですよ。 

「減っている状態なんですよ」を「減ってる状態なんですか？」 

と質問する時は、主語と動詞をひっくり返します。 



Are you hungry?    

She is in Paris. 彼女はパリにいます。疑問文にしたい時には、主語と動詞をひっくり返しま

す。 

Is she in Paris? となります。 

 

◆一般動詞の疑問文の作り方 

一般動詞の疑問文 「do」か「does」を付けて動詞を元に戻す。 

You drive. あなたは運転しますよね。 

Do you drive? あなた、日ごろ運転するんですか？ 

「I」と「You」と複数の主語の時には「Do」を使います。 

They know her. 彼らは彼女のことを知ってますよ。 

Do they know her? 彼らは彼女のこと知ってますか？ 

「They」が複数の主語だから「Do」 

「I」と「You」以外の一人の場合、一つの場合は 

He likes raw fish. 彼は刺身が好きです。 

平叙文の時は三単現の sが入る。三単現の sが入る文章を疑問文にする時は 

「Do」じゃなく「Does」 

彼は刺身が好きなんですか？は Does he like raw fish? 

もう一個注意点！ 三単現の s がなくなってますね。 

動詞は三単現の sを取って、元に戻してください。 

これが一般動詞の疑問文の作り方。 

 

◆Be 動詞の否定文の作り方 

では Be 動詞と一般動詞の否定文 

I am done. 私、全部終わっています。 

I am not done. 私、まだ終わっていません。私まだ食べ終わってません。 

Be 動詞の否定文は動詞の後に「not」を付ける。 

You are hungry. あなたはお腹が減っている状態です。 



You are not hungry. あなたはお腹が減っていません。 

She is in Paris. 彼女はパリにいる状態です。 

She is not in Paris. 彼女はパリにいません。 

 

◆一般動詞の否定文の作り方 

一般動詞の否定文は「don't」か「doesn't」を付ける。 

三単現の sが付く場合は「doesn't」それ以外は「don't」 

You drive. あなたは日ごろ運転をします。 

You don't drive. あなたは運転をしません。 

They know her. 彼らは彼女のことを知っています。 

They don't know her. 彼らは彼女のことを知りません。 

don't を入れるだけですね。 

He likes raw fish. 彼はお刺身が好きです。 

He doesn't like raw fish. 彼はお刺身が好きでありません。 

一般動詞の前に「don't」「doesn't」で否定形に 

 

◆ちょっと補足 

一つ補足をしますね 

「hungry」や「raw」は形容詞と言います。 

名詞を修飾してるんですね。「fish」は名詞です。 

生のお魚 お魚を修飾している。 

あなたはお腹が減っています っていう風に 

あなたについて説明している、形容詞という品詞を補足させていただきました。 

 

◆Be 動詞の命令形の使い方 

最後中 1英語のまとめは 命令形です！ 

Be 動詞の命令形は Be＋形容詞 

Be quiet. 静かにしなさい。 



Be nice. もっと優しくなりなさい。 

Be here at noon. ここに正午にいなさい。という命令です。 

否定の命令形は「don't」を Be の前に付ける。 

Don't be shy. シャイにならないで。 もっと発言しなさいということ。 

Don't be silly. バカなことを言うな。 

バカなことをするなという意味。Be の前に Don't を付けると否定の命令になります。 

～するなという意味ですね。 

 

◆一般動詞の命令形の使い方 

一般動詞の命令形はその動作をするな。またはその動作をしろという意味。 

Call me tonight. 私に今晩電話をかけてください。 

してくれという命令ですね。Finish it now. それ、いま終わらせなさい。 

finish＝終わる 

一般動詞の命令形 主語を省略 

You call me tonight. 

You finish it now.    You は省略します。 

Stop it. やめろ   命令ですよね。 

一般動詞の否定の命令形は一般動詞の前に「don't」 

Don't talk to me. 話しかけないで、勉強しているからとか。 

否定は動詞の前に「don't」 Don't do that. それやめて 

You を省略して 動詞や「don't」から始めると命令形になります。 

 

◆最後に一つだけ補足して尾張 

「tonight」や「now」は副詞と言います。 

これは何を修飾しているかと言うと動詞を修飾しているんですね。 

名詞を修飾しているわけじゃない、そういう品詞があります。 

 

 


